
 

 

 

 

 

第Ⅵ部 障がい福祉に関するアンケート調査と       

団体ヒアリング 
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１. 障がい福祉に関するアンケート調査 

（１） 調査の目的 

 本調査は，「第1次小美玉市障がい者計画・第2期小美玉市障がい福祉計画」の策定にあた

り、本市の障がい者の生活実態、将来の生活意向、障がい者施策などに対する意向について

調査いたしました。 

 
（２） 調査項目 

1 あなたご自身について 

2 生活場所について 

3 将来の生活場所について 

4 日頃の活動状況について 

5 教育について 

6 就労や活動状況について 

7 情報や相談について 

8 外出について 

9 災害時の避難について 

10 保健医療について 

11 障がい者施策について 

 

（３） 調査対象者 

 本調査の対象者は、小美玉市に住んでいる身体障がい者手帳、療育手帳、精神障がい者保

健福祉手帳を所持する方全員を対象に行いました。 

 

（４） 調査票の配付・回収方法、期間 

・配布、回収方法  郵送配付、郵送回収 

・配付、回収期間  配付日：平成20年10月２日 

回収期限：平成20年10月24日 

（５） 回収結果 

 調査票の回収数、回収率は以下の通りである。 

 ・配布票数   1,640票 

 ・有効回収票数   974票 

 ・有効回収票回収率   59.4％ 

 ・無効回収票      1票 

  
（６） 報告書の見方 

・回答率は，各設問の回答者数（ｎ）を基数とした百分率で示しています。 

・百分率は，小数点以下第２位を四捨五入して算出している。四捨五入の関係で，百分率

の合計が100％にならない場合があります。 

・１つの設問で２つ以上答えられる複数回答形式の設問において，回答率の合計は 100％
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を超える場合があります。 

・ 設問，選択肢の語句が長い場合には，本文や表，グラフ中では省略した表現を用いて

います。 

 

 

  

（回答者について） 

 この調査票を記入していただける方はどなたですか。次の中からお選びください。 

（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１ あなたの性別、年齢などについておたずねします。 

（１）性別 

 

 

 

 

１ あなたご自身について 

4.複数回答
0.1%

3.その他
1.8%

無回答
16.4%

1.本人
45.4%

2.家族
36.2%

（単位：人、％）
区　分 1.本人 2.家族 3.その他 4.複数回

答
無回答 合計

人　数 442 353 18 1 160 974
割　合 45.4 36.2 1.8 0.1 16.4 100.0

無回答
1.3%

1.男性
55.7%

2.女性
42.9%

（単位：人、％）
区　分 1.男性 2.女性 無回答 合計
人　数 543 418 13 974
割　合 55.7 42.9 1.3 100.0

「本人」が 45.4％を占め、「家族」の
36.2％が続きます。 

「男性」が 55.7％、「女性」が 42.9％と、
約 13％男性が女性を上回っています。 

調査の集計結果 
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（２）年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）家族構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「70～79歳」が 24.4％と最も多く、「60
～69歳」の 20.6％、「80～89歳」の 16.7％、
「50～59歳」12.3％と続きます。「50歳以
上」で 74％を占めます。 

「２世代世帯」が 42.6％と最も多く、「夫
婦だけ」の 20.3％、「３世代世帯」の 18.1％
が続きます。 

（単位：人、％）
区　分 19歳以下 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80～89歳 無回答 合計
人　数 64 40 54 76 120 201 238 163 18 974
割　合 6.6 4.1 5.5 7.8 12.3 20.6 24.4 16.7 1.8 100.0

無回答
1.8%

80～89歳
16.7%

40～49歳
7.8%

30～39歳
5.5%

50～59歳
12.3%

19歳以下
6.6% 20～29歳

4.1%

70～79歳
24.4%

60～69歳
20.6%

4.３世代・４
世代世帯
18.1%

3.２世代世
帯
42.6%

5.その他
5.7%

１.一人暮ら
し
10.1%

2.夫婦だけ
20.3%

無回答
3.2%

（単位：人、％）
区　分 １.一人暮

らし
2.夫婦だ
け

3.２世代
世帯

4.３世代・
４世代世
帯

5.その他 無回答 合計

人　数 98 198 415 176 56 31 974
割　合 10.1 20.3 42.6 18.1 5.7 3.2 100.0
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（４）居住地 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたのお持ちの障がい者手帳はどれですか。（あてはまるのすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

4.その他
0.8%

3.美野里地
区
47.6%

無回答
2.9%

１.小川地区
33.6%

2.玉里地区
15.1%

（単位：人、％）
区　分 １.小川地

区
2.玉里地
区

3.美野里
地区

4.その他 無回答 合計

人　数 327 147 464 8 28 974
割　合 33.6 15.1 47.6 0.8 2.9 100.0

28.4

14.8

13.6

17.9

4.9

3.5

1.7

3.3

3.2

2.0

0.8

3.5

1.7

3.0

0 5 10 15 20 25 30

1.身体障がい者手帳１級

2.身体障がい者手帳２級

3.身体障がい者手帳３級

4.身体障がい者手帳４級

5.身体障がい者手帳５級

6.身体障がい者手帳６級

7.療育手帳Ⓐ

8.療育手帳 Ａ

9.療育手帳 Ｂ

10.療育手帳 C

11.精神障がい者保健福祉手帳１級

12.精神障がい者保健福祉手帳２級

13.精神障がい者保健福祉手帳３級

無回答

「美野里地区」が 47.6％と約半数を占め、
「小川地区」の 33.6％、「玉里地区」の
15.1％と続きます。 

最も多いのが「身体障がい者手帳１級」の 28.4％で、「身体障がい者手帳４級」の 17.9％、
「身体障がい者手帳２級」の 14.8％、「身体障がい者手帳３級」の 13.6％と続きます。 

％ 
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（問２で「１」～「６」とお答えの身体障がい者の方に） 

問２－１ 主な障がいはなんですか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区　分 1.身体障
がい者手
帳１級

2.身体障
がい者手
帳２級

3.身体障
がい者手
帳３級

4.身体障
がい者手
帳４級

5.身体障
がい者手
帳５級

6.身体障
がい者手
帳６級

7.療育手
帳Ⓐ

8.療育手
帳 Ａ

9.療育手
帳 Ｂ

人　数 277 144 132 174 48 34 17 32 31
割　合 28.4 14.8 13.6 17.9 4.9 3.5 1.7 3.3 3.2

（単位：人、％）
10.療育手
帳 C

11.精神障
がい者保
健福祉手
帳１級

12.精神障
がい者保
健福祉手
帳２級

13.精神障
がい者保
健福祉手
帳３級

無回答 合計 回答者数

19 8 34 17 29 996 974
2.0 0.8 3.5 1.7 3.0 102.3 100.0

（単位：人、％）
区　分 １.視覚障

がい
2.聴覚・平
衡機能障
がい

3.音声・言
語・そしゃ
く機能障
がい

4.肢体不
自由

5.内部障
がい（心
臓、腎
臓、呼吸
器など）

無回答 合計

人　数 54 45 11 405 239 55 809
割　合 6.7 5.6 1.4 50.1 29.5 6.8 100.0

4.肢体不自由
50.1%

3.音声・言語・
そしゃく機能障

がい
1.4%

5.内部障がい
（心臓、腎臓、
呼吸器など）
29.5%

１.視覚障がい
6.7%

2.聴覚・平衡機
能障がい
5.6%

無回答
6.8%

「肢体不自由」が 50.1％と約半数を占め
ます。「内部障がい」の 29.5％が続きます。 
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問３ 主な障がいが生じたのは、何歳ごろですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「40～64歳」の 34.2％が最も多く、「65
歳以上」の 19.5％、「20～39歳」の 12.5％、
と続きます。 
半数が障がいを有したのは 20 歳以降の

壮年期です。 

20～39歳
12.5%

10～19歳
5.3%

40～64歳
34.2%

0～2歳
10.9%

3～9歳
4.7%

無回答
12.8%

65歳以上
19.5%

（単位：人、％）
区　分 0～2歳 3～9歳 10～19歳 20～39歳 40～64歳 65歳以上 無回答 合計
人　数 106 46 52 122 333 190 125 974
割　合 10.9 4.7 5.3 12.5 34.2 19.5 12.8 100.0
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問４ 次の（１）から（13）のことをするのに介助が必要ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「全面的に介助が必要」が最も多いのが「（13）緊急時の非難・連絡」の 28.1％で、「（6）
洗濯・炊事など家事」の 27.3％、「（9）買い物」の 27.0％が続きます。また、「部分的に介助
が必要」を合わせると、「（8）外出」が上位に入ってきます。 
日常生活の買い物、家事、外出に、また緊急時の避難・連絡に介助を求める声が強いです。 

7.3

16.4

10.2

11.2

7.4

9.2

24.0

27.0

8.5

21.7

23.1

28.1

9.3

10.6

7.4

7.8

5.6

10.1

7.2

16.0

14.6

11.1

10.4

8.7

11.9

8.2

9.0

12.8

10.6

11.9

12.3

7.4

6.6

8.5

4.9

7.6

8.7

55.6

58.8

66.2

38.2

40.6

51.7

8.4

9.1

10.2

9.3

10.2

12.5

11.0

11.2

11.3

11.6

11.3

11.1

11.3

27.3

12.7

49.5

41.4

63.0

63.2

60.3

60.3

39.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1)食事

(2)入浴

(3)排泄

(4)着がえ

(5)寝起き・寝返り

(6)洗濯・炊事など家事

(7)家の中の移動

(8)外出

(9)買い物

(10)意志の伝達

(11)お金の管理

(12)戸締り・火の始末

(13)緊急時の避難・連絡

１.全面的に介助が必要 2.部分的に介助が必要
3.時間をかければ一人でできる 4.一人でできる
無回答
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問５ あなたの生活費は、主に、次のどれによってまかなわれていますか。 

  （○は１つだけ） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（単位：人、％）
　項　目 区　分 １.全面的

に介助が
必要

2.部分的
に介助が
必要

3.時間を
かければ
一人でで
きる

4.一人で
できる

5.複数回
答

無回答 合計

人　数 71 91 116 614 0 82 974
割　合 7.3 9.3 11.9 63.0 0.0 8.4 100.0
人　数 160 103 80 542 0 89 974
割　合 16.4 10.6 8.2 55.6 0.0 9.1 100.0
人　数 99 72 88 616 0 99 974
割　合 10.2 7.4 9.0 63.2 0.0 10.2 100.0
人　数 109 76 125 573 0 91 974
割　合 11.2 7.8 12.8 58.8 0.0 9.3 100.0
人　数 72 55 103 645 0 99 974
割　合 7.4 5.6 10.6 66.2 0.0 10.2 100.0
人　数 266 98 116 372 2 120 974
割　合 27.3 10.1 11.9 38.2 0.2 12.3 100.0
人　数 90 70 120 587 1 106 974
割　合 9.2 7.2 12.3 60.3 0.1 10.9 100.0
人　数 234 156 72 403 1 108 974
割　合 24.0 16.0 7.4 41.4 0.1 11.1 100.0
人　数 263 142 64 395 2 108 974
割　合 27.0 14.6 6.6 40.6 0.2 11.1 100.0
人　数 83 108 83 587 1 112 974
割　合 8.5 11.1 8.5 60.3 0.1 11.5 100.0
人　数 211 101 48 504 0 110 974
割　合 21.7 10.4 4.9 51.7 0.0 11.3 100.0
人　数 225 85 74 482 0 108 974
割　合 23.1 8.7 7.6 49.5 0.0 11.1 100.0
人　数 274 124 85 381 0 110 974
割　合 28.1 12.7 8.7 39.1 0.0 11.3 100.0

(1)食事

(2)入浴

(3)排泄

(4)着がえ

(5)寝起き・寝返り

(6)洗濯・炊事など家事

(7)家の中の移動

(8)外出

(13)緊急時の避難・連絡

(9)買い物

(10)意志の伝達

(11)お金の管理

(12)戸締り・火の始末

「自分の年金や手当」が 48.8％と約半数
を占め、「家族の就労などによる収入」の

25.7％が続きます。 
約半数が自分の年金、手当でまかなわれ

ていることから、生計の厳しさが伺われま

す。 

（単位：人、％）
区　分 1.自分の

年金や手
当

2.自分の
就労など
による収
入

3.家族の
年金や手
当

4.家族の
就労など
による収
入

5.その他 無回答 合計

人　数 475 94 102 250 18 35 974
割　合 48.8 9.7 10.5 25.7 1.8 3.6 100.0

4.家族の就
労などによ
る収入
25.7%

3.家族の年
金や手当
10.5%

5.その他
1.8%

1.自分の年
金や手当
48.8%

2.自分の就
労などによ
る収入
9.7%

無回答
3.6%
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問6 あなたの現在のお住まいは次のどれですか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問６で「２」～「６」（自宅）とお答えの方に） 

問6－1 あなたの主な介助者は誰ですか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

２ 生活場所について 

2.自分や家
族の持ち家
83.5%

4.県営住
宅、市営住
宅
0.9%

5.社宅や会
社の寮、官
公署などの
住宅
0.4%

6その他
1.6%

3.民間の借
家や賃貸ア
パート・マン
ションなど
4.6%

無回答
1.8%

1.福祉施
設、グループ
ホーム、ケア
ホーム
7.1%

無回答
6.2%

8.特にいな
い
13.2%

4.隣人・知人
0.6%

3.その他の
家族
14.0%

5.ホームヘ
ルパー
1.6%

1.配偶者
45.0%

2.父親・母親
17.6%

7.その他
1.4%

6.ボランティ
ア
0.6%

（単位：人、％）
区　分 1.配偶者 2.父親・母

親
3.その他
の家族

4.隣人・知
人

5.ホーム
ヘルパー

6.ボラン
ティア

7.その他 8.特にい
ない

無回答 合計

人　数 399 156 124 5 14 5 12 117 55 887
割　合 45.0 17.6 14.0 0.6 1.6 0.6 1.4 13.2 6.2 100.0

「自分や家族の持ち家」が 83.5％とほと
んどを占めます。「福祉施設、グループホー

ム、ケアホーム」が 7.1％、「民間の借家や
賃貸アパート・マンションなど」が 4.6％を
示します。 

「配偶者」が 45.0％と最も多く、「父親・
母親」の 17.6％、「その他の家族」の 14.0％
が続きます 

（単位：人、％）
区　分 1.福祉施

設、グ
ループ
ホーム、
ケアホー
ム

2.自分や
家族の持
ち家

3.民間の
借家や賃
貸アパー
ト・マン
ションなど

4.県営住
宅、市営
住宅

5.社宅や
会社の
寮、官公
署などの
住宅

6その他 無回答 合計

人　数 69 813 45 9 4 16 18 974
割　合 7.1 83.5 4.6 0.9 0.4 1.6 1.8 100.0
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（問6－1で 「１」～「４」とお答えの方に） 

問6－2 その方の年齢はおいくつですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問6－3 その方は、現在仕事をしていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.仕事をして
いない
50.0%

無回答
4.2%

1.仕事をして
いる
45.8%

（単位：人、％）
区　分 29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答 合計
人　数 4 36 73 142 171 228 30 684
割　合 0.6 5.3 10.7 20.8 25.0 33.3 4.4 100.0

50～59歳
20.8%

40～49歳
10.7%

60～69歳
25.0%

29歳以下
0.6% 30～39歳

5.3%

無回答
4.4%

70歳以上
33.3%

「70歳以上」が 33.3％と最も多く、「60
～69歳」の 25.0％、「50～59歳」の 20.8％
と続きます。 
障がい者の高齢化とともに、介助者の高

齢化が表れています。 

「仕事をしていない」が 50.0％と半数を
占め、「仕事をしている」の 45.8％を上回
っている。 
介助者の高齢化とともに、介助者も半数

が被扶養者になってと言えます。 

（単位：人、％）
区　分 1.仕事を

している
2.仕事を
していな
い

無回答 合計

人　数 313 342 29 684
割　合 45.8 50.0 4.2 100.0
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問７ あなたは、将来どこで生活したいですか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 将来の生活場所について 

「家族のいる自宅」が 73.6％で、「福祉
施設、グループホーム、ケアホーム」が

12.0％を占めます。 
無回答
4.3%

8.わからな
い
5.5%

5.福祉施
設、グループ
ホーム、ケア
ホーム
12.0%

1.家族のい
る自宅
73.6%

2.ひとりでア
パートなど
民間の借
家、公営住
宅
2.8%

7.その他
0.2%

6.病院
1.5%

（単位：人、％）
区　分 1.家族の

いる自宅
2.ひとりで
アパート
など 民間
の借家、
公営住宅

3.社宅、
寮

4.間借り、
住み込み

5.福祉施
設、グ
ループ
ホーム、
ケアホー
ム

6.病院 7.その他 8.わから
ない

無回答 合計

人　数 717 27 0 0 117 15 2 54 42 974
割　合 73.6 2.8 0.0 0.0 12.0 1.5 0.2 5.5 4.3 100.0
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（問７で「5．福祉施設、グループホーム、ケアホーム」とお答えの方に） 

問７－１ あなたは、いつごろからの入所を希望しますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：人、％）
区　分 今すぐ 1～２年後

ぐらいに
学校卒業
後

家族が介
護できな
くなったら

現在入所
中

その他 無回答 合計

人　数 7 7 6 52 33 11 1 117
割　合 6.0 6.0 5.1 44.4 28.2 9.4 0.9 100.0

1～２年後ぐ
らいに
6.0%

今すぐ
6.0%

無回答
0.9%

学校卒業後
5.1%

その他
9.4%

現在入所中
28.2%

家族が介護
できなくなっ
たら
44.4%

「家族が介護できなくなったら」が

44.4％と最も多く、「現在入所中」の 28.2％
が続きます。施設の入所の意向は、現在の

介助者の今後の問題に直接関連していま

す。 
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問８ あなたは、どのような条件が整えば、自宅や地域で生活できると思いますか。 

  （○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％ 

「主治医や医療機関が近くにあること」が 35.6％と最も多く、「生活するのに十分な収入が
あること」の 35.1％、「家族と同居できること」の 32.1％が続きます。 

区　分 1.昼間の
介護を頼
める人が
いること

2.夜間の
介護を頼
める人が
いること

3.食事の
心配をし
なくてい
いこと（配
食サービ
スがある
等）

4.掃除や
洗濯など
の家事の
手伝いを
頼める人
がいるこ
と

5.福祉施
設などに
通えるこ
と

6.ショート
ステイな
どの緊急
時に宿泊
できるとこ
ろがある
こと

7.ガイドヘ
ルパーや
リフト付自
動車・寝
台車など
の外出支
援のサー
ビスがあ
ること

8.主治医
や医療機
関が近く
にあるこ
と

9.生活す
るのに十
分な収入
があるこ
と

人　数 161 102 220 190 96 85 32 347 342
割　合 16.5 10.5 22.6 19.5 9.9 8.7 3.3 35.6 35.1

（単位：人、％）
10.家族と
同居でき
ること

11.グルー
プホー
ム、ケア
ホームな
どの仲間
と共同生
活できる
場がある
こと

12.地域で
何でも相
談できる
相談員や
相談窓口
があるこ
と

13.その他 14.特にな
い

無回答 合計 回答者数

313 49 142 15 59 106 2259 974
32.1 5.0 14.6 1.5 6.1 10.9 231.9 100.0

16.5

10.5

22.6

19.5

9.9

8.7

3.3

35.6

35.1

32.1

5.0

14.6

1.5

6.1

10.9

0 5 10 15 20 25 30 35 40

1.昼間の介護を頼める人がいること

2.夜間の介護を頼める人がいること

3.食事の心配をしなくていいこと（配食サービスがある等）

4.掃除や洗濯などの家事の手伝いを頼める人がいること

5.福祉施設などに通えること

6.ショートステイなどの緊急時に宿泊できるところがあること

7.ガイドヘルパーやリフト付自動車・寝台車などの外出支援のサービスがあること

8.主治医や医療機関が近くにあること

9.生活するのに十分な収入があること

10.家族と同居できること

11.グループホーム、ケアホームなどの仲間と共同生活できる場があること

12.地域で何でも相談できる相談員や相談窓口があること

13.その他

14.特にない

無回答
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問９ あなたは日中、主にどのような活動をしていますか。（週に１日、２日程度活

動する場合も含みます。）（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 日頃の活動状況について 

「何もしていない」が 36.4％、「自宅で
仕事をしている」が 14.8％、「福祉施設な
どに通っている」が 10.6％、「一般企業な
どで仕事をしている」が 10.4％と続きます。 

（単位：人、％）
区　分 1.通園・通

学してい
る

2.福祉施
設などに
通ってい
る

3.一般企
業などで
仕事をし
ている

4.自宅で
仕事をし
ている

5.趣味の
活動や地
域の活動
に参加し
ている

6.その他 7.何もして
いない

無回答 合計

人　数 58 103 101 144 64 43 355 106 974
割　合 6.0 10.6 10.4 14.8 6.6 4.4 36.4 10.9 100.0

無回答
10.9%

7.何もしてい
ない
36.4%

5.趣味の活
動や地域の
活動に参加
している
6.6%

4.自宅で仕
事をしている
14.8%

6.その他
4.4%

1.通園・通学
している
6.0%

2.福祉施設
などに通っ
ている
10.6%

3.一般企業
などで仕事
をしている
10.4%
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【現在、通園・通学している方のみ、お答えください】 

問10 あなたの通園・通学先は次のどれですか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問11 保育所（園）や幼稚園、学校へ入園・入学するときや、就職するときなど、

進路の選択についておうかがいします。希望する進路を選択できますか。 

（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 教育について 

7.その他
1.7%

無回答
3.4%

5.高等学校
6.9%

4.普通学級
13.8%

6.大学・短
大・専門学
校
3.4%

1.保育所
（園）・幼稚
園
10.3%

2.特別支援
学校
46.6%

3.特別支援
学級
13.8%

（単位：人、％）
区　分 1.保育所

（園）・幼
稚園

2.特別支
援学校

3.特別支
援学級

4.普通学
級

5.高等学
校

6.大学・短
大・専門
学校

7.その他 無回答 合計

人　数 6 27 8 8 4 2 1 2 58
割　合 10.3 46.6 13.8 13.8 6.9 3.4 1.7 3.4 100.0

無回答
3.4%4.わからな

い
10.3%

1.進路の選
択はすべて
困難
17.2%

2.どちらかと
言えば入
園・入学は
選択できる
が、就職は
困難
39.7%

3.どちらかと
言えば選択
できる
29.3%

（単位：人、％）
区　分 1.進路の

選択はす
べて困難

2.どちら
かと言え
ば入園・
入学は選
択できる
が、就職
は困難

3.どちら
かと言え
ば選択で
きる

4.わから
ない

無回答 合計

人　数 10 23 17 6 2 58
割　合 17.2 39.7 29.3 10.3 3.4 100.0

「特別支援学校」が 46.6％と約半数弱を
占めます。以下、「特別支援学級」、「普通学

級」の 13.8％、「保育所、幼稚園」の 10.3％
が続きます。 

「どちらかと言えば入園、入学は選択で

きるが、就職は困難」が 39.7％と最も多く、
「どちらかと言えば選択できる」の 29.3％、
「進路の選択すべて困難」の 17.2％と続き
ます。 
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（問11で「１」または「２」の困難とお答えの方に） 

問11－１ 希望する進路を選択できない理由は何ですか。（○は２つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

問12 卒園、卒業後については、どのようにお考えですか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

48.5

12.1

54.5

9.1

6.1

24.2

3.0

3.0

0 10 20 30 40 50 60

1.選択肢がない・少ない

2.興味、特性を生かす進路先がない

3.障がいの程度に合う進路先がない

4.通園、通学が困難

5.学校の進路指導が不十分

6.進路に関する相談場所や情報が少ない

7.その他

無回答

（単位：人、％）
区　分 1.選択肢

がない・
少ない

2.興味、
特性を生
かす進路
先がない

3.障がい
の程度に
合う進路
先がない

4.通園、
通学が困
難

5.学校の
進路指導
が不十分

6.進路に
関する相
談場所や
情報が少
ない

7.その他 無回答 合計 回答者数

人　数 16 4 18 3 2 8 1 1 53 33
割　合 48.5 12.1 54.5 9.1 6.1 24.2 3.0 3.0 160.6 100.0

9.特別支援
学校へ進学
3.4%

10.わからな
い
10.3%

無回答
6.9%

8.自宅でで
きる仕事
3.4%

5.福祉施設
などに通う
27.6%

4.専門学校
や職業訓練
校などの教
育訓練機関
に通う
5.2%

6.一般の会
社に就職
10.3%

1.特別支援
学校へ進学
20.7%

2.特別支援
学級へ進学
3.4%

3.普通学級
へ進学
8.6%

％ 

「障がいの程度に合う進路先がない」が 54.5％と最も多く、「選択肢がない・少ない」の
48.5％が続きます。 

「福祉施設などに通う」が 27.6％と最も
多く、「特別支援学校へ進学」の 20.7％が
続きます。「一般の会社に就職」の回答は

10.3％に止まっています。 
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区　分 1.特別支
援学校へ
進学

2.特別支
援学級へ
進学

3.普通学
級へ進学

4.専門学
校や職業
訓練校な
どの教育
訓練機関
に通う

5.福祉施
設などに
通う

6.一般の
会社に就
職

7.一般の
会社で
パートや
アルバイ
ト

8.自宅で
できる仕
事

9.特別支
援学校へ
進学

人　数 12 2 5 3 16 6 0 2 2
割　合 20.7 3.4 8.6 5.2 27.6 10.3 0.0 3.4 3.4

（単位：人、％）
10.わから
ない

無回答 合計

6 4 58
10.3 6.9 100.0



 87 

 

 

 

【問13から問16は、現在、仕事や日中の活動をしている方のみ、お答えください】 

 

問13 今の活動は、どのような方法で見つけましたか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 就労や活動状況について 

7.自分で探
した
14.5%

9.福祉施設
などの紹介
4.0%

10.その他
11.6%

3.市役所（役
場）の相談
窓口の紹介
3.1%

4.学校の紹
介
4.0%

5.家族の紹
介
3.3%

6.知り合い
の紹介
8.1%

2.障がい者
就業・生活
支援セン
ター
1.1%

無回答
44.8%

1.公共職業
安定所（ハ
ローワーク）
5.5%

区　分 1.公共職
業安定所
（ハロー
ワーク）

2.障がい
者就業・
生活支援
センター

3.市役所
（役場）の
相談窓口
の紹介

4.学校の
紹介

5.家族の
紹介

6.知り合
いの紹介

7.自分で
探した

8.職業訓
練校の紹
介

9.福祉施
設などの
紹介

人　数 25 5 14 18 15 37 66 0 18
割　合 5.5 1.1 3.1 4.0 3.3 8.1 14.5 0.0 4.0

（単位：人、％）
10.その他 無回答 合計

53 204 455
11.6 44.8 100.0

「自分で探した」の 14.5％で、「その他」
の 11.6％、「知り合いの紹介」の 8.1％と続
きます。 
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問14 現在の活動を何年ぐらい続けていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問15 現在の仕事や活動に満足していますか。（○は１つだけ） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5.不満であ
る
2.4%

4.どちらかと
いえば不満
である
7.5%

無回答
37.8%

1.満足してい
る
20.0%

2.どちらかと
いえば満足
している
19.8%

3.どちらとも
いえない・わ
からない
12.5%

（単位：人、％）
区　分 1.満足し

ている
2.どちら
かといえ
ば満足し
ている

3.どちらと
もいえな
い・わか
らない

4.どちら
かといえ
ば不満で
ある

5.不満で
ある

無回答 合計

人　数 91 90 57 34 11 172 455
割　合 20.0 19.8 12.5 7.5 2.4 37.8 100.0

（単位：人、％）
区　分 1年以下 2～3年 4～5年 6～10年

未満
10年以上 無回答 合計

人　数 23 45 37 21 128 201 455
割　合 5.1 9.9 8.1 4.6 28.1 44.2 100.0

10年以上
28.1%

6～10年未
満
4.6%

無回答
44.2%

1年以下
5.1% 2～3年

9.9%

4～5年
8.1%

「10 年以上」の 28.1％で、「２～３年」
の 9.9％、「４～５年」の 8.1％と続きます。 

「満足している」の 20.0％で、「どちら
かといえば満足している」の 19.8％、「ど
ちらともいえない」の 12.5％と続きます。
満足の回答が不満の回答を大きく上回って

います。 
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問16 現在の仕事や活動のことで悩んでいることや困っていることがありますか。 

   （あてはまるものすべてに○） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.2

8.1

7.3

7.9

2.2

8.8

4.2

2.2

7.0

3.5

2.6

27.3

44.6

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

1.仕事内容や活動内容が障がいの程度にあっていない

2.周囲の障がいに対する理解が不足している

3.人間関係がうまくいかない

4.通うのが大変である

5.トイレなどの設備が不十分

6.賃金や待遇面で不満がある

7.周囲の目が気になる

8.周囲の人の手助けが得られない

9.自分の考えや思ったことが伝えられない

10.相談できる人がいない

11.その他

12.特に悩みや不満はない

無回答

区　分 1.仕事内
容や活動
内容が障
がいの程
度にあっ
ていない

2.周囲の
障がいに
対する理
解が不足
している

3.人間関
係がうまく
いかない

4.通うの
が大変で
ある

5.トイレな
どの設備
が不十分

6.賃金や
待遇面で
不満があ
る

7.周囲の
目が気に
なる

8.周囲の
人の手助
けが得ら
れない

9.自分の
考えや
思ったこ
とが伝え
られない

人　数 28 37 33 36 10 40 19 10 32
割　合 6.2 8.1 7.3 7.9 2.2 8.8 4.2 2.2 7.0

（単位：人、％）
10.相談で
きる人が
いない

11.その他 12.特に悩
みや不満
はない

無回答 合計 回答者数

16 12 124 203 600 455
3.5 2.6 27.3 44.6 131.9 100.0

％ 

「特に悩みや不満はない」の 27.3％で、その他の回答は分散し、大きな割合を示す回答はあ
りません。 
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【問17から問18は、現在、仕事や活動の有無にかかわらずお答えください】 

問17 あなたは現在、他の仕事や活動を探していますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問17で「１．探している」とお答えの方に） 

問17－１ 仕事や活動を探すうえで、不安や困っていることはありますか。 

    （あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.探している
11.6%

2.探していな
い
71.7%

無回答
16.7%

（単位：人、％）
区　分 1.探して

いる
2.探して
いない

無回答 合計

人　数 94 581 135 810
割　合 11.6 71.7 16.7 100.0

54.3

19.1

22.3

19.1

31.9

23.4

31.9

36.2

25.5

25.5

2.1

4.3

5.3

0 10 20 30 40 50 60

1.自分にあった仕事がみつからない

2.労働条件の交渉が難しい

3.通勤が困難

4.働く自信・イメージがもてない

5.職場環境・人間関係が不安

6.相談先が少ない

7.求人が少ない

8.近くに働く場所がない

9.雇用してもらえない

10.情報が少ない

11.その他

12.特にない

無回答

区　分 1.自分に
あった仕
事がみつ
からない

2.労働条
件の交渉
が難しい

3.通勤が
困難

4.働く自
信・イメー
ジがもて
ない

5.職場環
境・人間
関係が不
安

6.相談先
が少ない

7.求人が
少ない

8.近くに
働く場所
がない

9.雇用し
てもらえ
ない

人　数 51 18 21 18 30 22 30 34 24
割　合 54.3 19.1 22.3 19.1 31.9 23.4 31.9 36.2 25.5

（単位：人、％）
10.情報が
少ない

11.その他 12.特にな
い

無回答 合計 回答者数

24 2 4 5 283 94
25.5 2.1 4.3 5.3 301.1 100.0

％ 

「探していない」が 71.7％とほとんどを
占め、「探している」は 11.6％です。 

「自分にあった仕事がみつからない」が 54.3％、「近くに働く場所がない」の 36.2％、「職
場環境・人間関係が不安」、「求人が少ない」の 31.9％が続きます。 
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問18 今後、あなたはどのように仕事や活動をしていたいですか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：人、％）
区　分 1.民間の

企業など
で働きた
い

2.自宅で
仕事をし
たい

3.福祉施
設などへ
の通所

4.趣味の
活動や地
域活動

5.その他 6.特にな
い、わか
らない

無回答 合計

人　数 75 90 38 71 14 258 264 810
割　合 9.3 11.1 4.7 8.8 1.7 31.9 32.6 100.0

「特にない、わからない」の 31.9％で、「自
宅で仕事をしたい」の 11.1％、「民間の企業
などで働きたい」の 9.3％、「趣味の活動や
地域活動」の 8.8％と続きます。 

無回答
32.6%

5.その他
1.7%

4.趣味の活
動や地域活

動
8.8%6.特にない、

わからない
31.9%

1.民間の企
業などで働
きたい
9.3%

2.自宅で仕
事をしたい
11.1%

3.福祉施設
などへの通
所
4.7%
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【再びすべての方におうかがいします】 

問19 障がい者が働くためには、どのような環境が整っていることが大切だと思い

ますか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％ 

「障がいにあった仕事であること」が 31.6％と最も多く、「周囲が自分を理解してくれるこ
と」の 27.1％、「勤務する時間や日数を調整できること」の 21.0％が続きます。 

区　分 1.勤務す
る時間や
日数を調
整できる
こと

2.通勤手
段がある
こと

3.自宅で
仕事がで
きること

4.賃金が
妥当であ
ること

5.障がい
にあった
仕事であ
ること

6.職業訓
練などで
就労のた
めの技術
を身につ
けること

7.ジョブ
コーチな
どの職場
に慣れる
まで援助
してくれる
制度が充
実してい
ること

8.勤務場
所に障が
い者用の
設備・機
器が整っ
ているこ
と

9.周囲が
自分を理
解してく
れること

人　数 205 169 164 122 308 35 103 135 264
割　合 21.0 17.4 16.8 12.5 31.6 3.6 10.6 13.9 27.1

（単位：人、％）
10.職場に
よい指導
者や先輩
がいるこ
と

11.福祉施
設などで
福祉的就
労の場を
確保する
こと

12.その他 13.特にな
い

無回答 合計 回答者数

108 89 11 92 225 2,030 974
11.1 9.1 9.4 23.1 208.4 100.0

21.0

17.4

16.8

12.5

31.6

3.6

10.6

13.9

27.1

11.1

9.1

9.4

23.1

0 5 10 15 20 25 30 35

1.勤務する時間や日数を調整できること

2.通勤手段があること

3.自宅で仕事ができること

4.賃金が妥当であること

5.障がいにあった仕事であること

6.職業訓練などで就労のための技術を身につけること

7.ジョブコーチなどの職場に慣れるまで援助してくれる制度が充実していること

8.勤務場所に障がい者用の設備・機器が整っていること

9.周囲が自分を理解してくれること

10.職場によい指導者や先輩がいること

11.福祉施設などで福祉的就労の場を確保すること

12.その他

13.特にない

無回答
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問20 あなたは、福祉サービスに関する情報をどこから入手していますか。 

  （○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 情報や相談について 

％ 

最も多いのが「市の広報」の 26.3％で、以下、「家族・親戚」の 23.8％、「医師・看護師・
ソーシャルワーカー」の 22.6％、「テレビ・ラジオ・新聞・雑誌」の 20.0％、「福祉施設など
の職員」の 19.1％が続きます。市の広報が情報提供に大きな役割を果たしています。 

区　分 1.家族・親
戚

2.友人・知
人

3.保育所
（園）・幼
稚園・学
校

4.職場の
人

5.医師・看
護師・
ソーシャ
ルワー
カー

6.福祉施
設などの
職員

7.市の職
員

8.市の保
健師

9.児童相
談所

10.民生委
員・児童
委員

人　数 232 150 28 14 220 186 117 29 7 53
割　合 23.8 15.4 2.9 1.4 22.6 19.1 12.0 3.0 0.7 5.4

（単位：人、％）
11.身体障
がい者・
知的障が
い者相談
員

12.ホーム
ヘルパー

13.障がい
者(児)の
団体

14.ボラン
ティア

15.市の広
報

16.テレ
ビ・ラジ
オ・新聞・
雑誌

17.その他 18.特にな
い

無回答 合計 回答者数

18 53 35 9 256 195 23 101 109 1,835 974
1.8 5.4 3.6 0.9 26.3 20.0 2.4 10.4 11.2 188.4 100.0

23.8

15.4

2.9

1.4

22.6

19.1

12.0

3.0

0.7

5.4

1.8

5.4

3.6

0.9

26.3

20.0

2.4

10.4

11.2

0 5 10 15 20 25 30

1.家族・親戚

2.友人・知人

3.保育所（園）・幼稚園・学校

4.職場の人

5.医師・看護師・ソーシャルワーカー

6.福祉施設などの職員

7.市の職員

8.市の保健師

9.児童相談所

10.民生委員・児童委員

11.身体障がい者・知的障がい者相談員

12.ホームヘルパー

13.障がい者(児)の団体

14.ボランティア

15.市の広報

16.テレビ・ラジオ・新聞・雑誌

17.その他

18.特にない

無回答
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問21 現在の情報提供の量や質について、あなたはどのように感じますか。 

  （○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問22 あなたが悩みや困ったことを相談するのは誰ですか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.不十分
22.0%

無回答
19.9%

1.十分
7.4%

2.ほぼ十分
23.1%

3.やや十分
27.6%

％ 

「やや十分」が 27.6％と最も多く、「ほ
ぼ十分」の 23.1％、「不十分」の 22.0％が
続きます。 
「やや十分」を不十分に傾いた回答と判

断すると、不十分が約半数を占めます。 

「家族・親戚」が 67.5％と群を抜いて多く、約２/３の方が回答しています。その他では、「医
師・看護師・ソーシャルワーカー」の 29.6％が最も多く、「友人・知人」の 20.1％、「福祉施
設の職員」の 15.7％が続きます。 

67.5

20.1

2.7

1.8

29.6

15.7

9.1

3.3

0.6

4.1

3.4

5.0

1.2

0.4

0.4

6.0

9.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

1.家族・親戚

2.友人・知人

3.保育所（園）・幼稚園・学校

4.職場の人

5.医師・看護師・ソーシャルワーカー

6.福祉施設などの職員

7.市の職員

8.市の保健師

9.児童相談所

10.民生委員・児童委員

11.身体障がい者・知的障がい者相談員

12.ホームヘルパー

13.障がい者(児)の団体

14.ボランティア

17.その他

18.特にない

無回答

（単位：人、％）
区　分 1.十分 2.ほぼ十

分
3.やや十
分

4.不十分 無回答 合計

人　数 72 225 269 214 194 974
割　合 7.4 23.1 27.6 22.0 19.9 100.0
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問23 現在の困った時の相談体制はあなたにとって、どのように感じますか。 

  （○は１つだけ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

4.不十分
18.3%

無回答
17.0%

1.十分
9.3%

2.ほぼ十分
29.7%

3.やや十分
25.7%

「ほぼ十分」が 29.7％と最も多く、「や
や十分」の 25.7％、「不十分」の 18.3％が
続きます。無回答も 17.0％を示しています。 
「やや十分」を不十分に傾いた回答と判

断すると、不十分が十分をやや上回ってい

ます。 

（単位：人、％）
区　分 1.十分 2.ほぼ十

分
3.やや十
分

4.不十分 無回答 合計

人　数 91 289 250 178 166 974
割　合 9.3 29.7 25.7 18.3 17.0 100.0

区　分 1.家族・親
戚

2.友人・知
人

3.保育所
（園）・幼
稚園・学
校

4.職場の
人

5.医師・看
護師・
ソーシャ
ルワー
カー

6.福祉施
設などの
職員

7.市の職
員

8.市の保
健師

9.児童相
談所

人　数 657 196 26 18 288 153 89 32 6
割　合 67.5 20.1 2.7 1.8 29.6 15.7 9.1 3.3 0.6

（単位：人、％）
10.民生委
員・児童
委員

11.身体障
がい者・
知的障が
い者相談
員

12.ホーム
ヘルパー

13.障がい
者(児)の
団体

14.ボラン
ティア

17.その他 18.特にな
い

無回答 合計 回答者数

40 33 49 12 4 4 58 90 1,755 974
4.1 3.4 5.0 1.2 0.4 0.4 6.0 9.2 180.2 100.0
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問24 あなたは日頃どのくらい外出していますか（通勤・通学を含む）。（○は１つ

だけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問24で「１」～「５」のいずれかの外出するとお答えの方に） 

問24－１ 外出される場合の主な目的は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 外出について 

無回答
7.7%

5.年に数回
4.9%

4.月に２～３
回
11.2%

6.外出しない
8.8%

1.ほぼ毎日
30.3%

2.週に３～４
回
18.7%

3.週に１～２
回
18.4%

13.3

6.6

13.8

57.2

9.6

64.6

18.7

14.9

14.6

3.4

1.8

0 10 20 30 40 50 60 70

1.通勤

2.通学

3.福祉施設など利用

4.通院

5.リハビリテーション

6.買い物・散歩

7.知人宅訪問

8.地域の行事や会合い

9.その他の余暇活動 

10.その他

無回答

％ 

「ほぼ毎日」が 30.3％と最も多く、「週
３～４回」の 18.7％、「週１～２回」の
18.4％が続きます。 

「買い物・散歩」の 64.6％と、「通院」の 57.2％の２つの目的が群を抜いて回答が多くなっ
ています。 

（単位：人、％）
区　分 1.ほぼ毎

日
2.週に３
～４回

3.週に１
～２回

4.月に２
～３回

5.年に数
回

6.外出し
ない

無回答 合計

人　数 295 182 179 109 48 86 75 974
割　合 30.3 18.7 18.4 11.2 4.9 8.8 7.7 100.0
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問24で「１」～「５」のいずれかの外出するとお答えの方に）  

問24－２ 外出のとき、不便に感じることや困ることは何ですか。 

    （あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区　分 1.通勤 2.通学 3.福祉施
設など利
用

4.通院 5.リハビリ
テーショ
ン

6.買い物・
散歩

7.知人宅
訪問

8.地域の
行事や会
合い

9.その他
の余暇活
動

人　数 108 54 112 465 78 525 152 121 119
割　合 13.3 6.6 13.8 57.2 9.6 64.6 18.7 14.9 14.6

（単位：人、％）
10.その他 無回答 合計 回答者数

28 15 1,777 813
3.4 1.8 218.6 100.0

27.8

19.7

14.3

15.7

15.9

15.3

7.5

2.3

26.1

9.6

0 5 10 15 20 25 30

1.電車などの交通機関の利用が不便

2.自家用車を利用するのに駐車場が不備、または少ない

3.歩道に問題が多い（狭い、障がい物、誘導ブロックの不備など）

4.建物内の設備が利用しにくい（階段、トイレ、案内表示など）

5.身近な公園や歩道のベンチなど、休憩できる場所が少ない

6.外出にお金がかかりすぎる

7.介助者がいない

8.その他

9.特にない

無回答

区　分 1.電車な
どの交通
機関の利
用が不便

2.自家用
車を利用
するのに
駐車場が
不備、ま
たは少な
い

3.歩道に
問題が多
い（狭い、
障がい
物、誘導
ブロック
の不備な
ど）

4.建物内
の設備が
利用しに
くい（階
段、トイ
レ、案内
表示な
ど）

5.身近な
公園や歩
道のベン
チなど、
休憩でき
る場所が
少ない

6.外出に
お金がか
かりすぎ
る

7.介助者
がいない

8.その他 9.特にな
い

人　数 226 160 116 128 129 124 61 19 212
割　合 27.8 19.7 14.3 15.7 15.9 15.3 7.5 2.3 26.1

（単位：人、％）
無回答 合計 回答者数

78 1,253 813
9.6 154.1 100.0

％ 

「電車などの交通機関の利用が不便」が 27.8％と最も多く、「自家用車を利用するのに駐車
場が不便、また少ない」の 19.7％が続きます。交通機関、車関連の不便が主な回答になってい
ます。また、「特にない」も 26.1％と多くなっています。 
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問25 地震や火事などの災害などが起きた場合のことを考えて、日頃、あなたは不

安になることがありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 災害時の避難について 

42.1

10.9

20.6

13.9

23.9

36.1

39.3

20.6

19.8

1.8

15.9

10.0

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

1.自分だけでは避難できない

2.頼れる人がそばにいない

3.状況をまわりの人に伝えたり、連絡したりすることが難しい

4.障がいのために周囲の情報が入りづらい

5.避難場所がわからない

6.避難先での薬や医療体制が心配

7.避難先での食事、トイレや入浴などが心配

8.避難先で介助が受けられるか心配

9.避難先での人の目、コミュニケーションが心配

10.その他

11.特にない

無回答

区　分 1.自分だ
けでは避
難できな
い

2.頼れる
人がそば
にいない

3.状況を
まわりの
人に伝え
たり、連
絡したり
すること
が難しい

4.障がい
のために
周囲の情
報が入り
づらい

5.避難場
所がわか
らない

6.避難先
での薬や
医療体制
が心配

7.避難先
での食
事、トイレ
や入浴な
どが心配

8.避難先
で介助が
受けられ
るか心配

9.避難先
での人の
目、コミュ
ニケー
ションが
心配

人　数 410 106 201 135 233 352 383 201 193
割　合 42.1 10.9 20.6 13.9 23.9 36.1 39.3 20.6 19.8

（単位：人、％）
10.その他 11.特にな

い
無回答 合計 回答者数

18 155 97 2,484 974
1.8 15.9 10.0 255.0 100.0

％ 

「自分だけでは避難できない」が 42.1％と最も多く、「避難先での食事、トイレや入浴など
が心配」の 39.3％、「避難先での薬や医療体制が心配」の 36.1％が続きます。 
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問26 あなたは、災害時の避難や救助のために、市役所や消防署、警察署、町内会・

自治会などへ、住所・氏名・連絡先などを事前に知らせておくことについて、ど

う思いますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.最低限の
情報なら
ば、知らせ
ておいても
よい
62.1%

2.知らせたく
ない
5.9%

3.わからな
い
18.9%

無回答
13.1%

「最低限の情報ならば、知らせておいて

もよい」が 62.1％と６割強を占めます。「知
らせたくない」は 5.9％とわずかです。 
また、「わからない」が 18.9％です。 

（単位：人、％）
区　分 1.最低限

の情報な
らば、知
らせてお
いてもよ
い

2.知らせ
たくない

3.わから
ない

無回答 合計

人　数 605 57 184 128 974
割　合 62.1 5.9 18.9 13.1 100.0
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問27 現在、医師の治療を受けていますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問28 あなたは定期健診を受けていますか。（○は２つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 保健医療について 

％ 

「定期的に通院している」が 65.2％で全
体の 2/3を占めています。「治療は受けてい
ない」は 8.7％とわずかです。 

「病院などで行われている健診を受けている」が 52.1％で、「市が行っている健診を受けて
いる」は 18.4％に止まっています。また、「受けていない」が 20.1％と、５人に１人が回答し
ています。 

（単位：人、％）
区　分 1.自宅で

往診や訪
問看護を
受けてい
る

2.ときどき
通院して
いる

3.定期的
に通院し
ている

4.入院し
ている

5.治療は
受けてい
ない

6.その他 無回答 合計

人　数 21 118 635 47 85 8 60 974
割　合 2.2 12.1 65.2 4.8 8.7 0.8 6.2 100.0

無回答
6.2%

5.治療は受
けていない
8.7%

4.入院してい
る
4.8%

6.その他
0.8%

1.自宅で往
診や訪問看
護を受けて
いる
2.2%

2.ときどき通
院している
12.1%

3.定期的に
通院してい
る
65.2%

（単位：人、％）
区　分 1.市が

行ってい
る健診を
受けてい
る

2.病院な
どで行わ
れている
健診を受
けている

3.その他 4.受けて
いない

無回答 合計 回答者数

人　数 179 507 80 196 89 1,051 974
割　合 18.4 52.1 8.2 20.1 9.1 107.9 100.0

18.4

52.1

8.2

20.1

9.1

0 10 20 30 40 50 60

1.市が行っている健診を受けている

2.病院などで行われている健診を受けている

3.その他

4.受けていない

無回答
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問29 医師の診療や定期健診、リハビリを受けるにあたって、お困りのことがあり

ますか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％ 

「特に困っていない」が 33.8％と最も多くなっています。困っている内容の回答では、「医
療費の負担が大きい」の 17.4％、「交通費の負担が大きい」の 16.8％、「専門的な治療やリハ
ビリができる医療機関が身近にない」の 15.1％、「気軽に往診を頼める医師がいない」の 14.5％
が主な内容になっています。 

4.6

15.1

10.4

14.5

17.4

16.8

12.3

2.4

33.8

14.5

0 5 10 15 20 25 30 35 40

1.通院するときに付き添いをしてくれる人がいない

2.専門的な治療やリハビリができる医療機関が身近にない

3.ちょっとした病気やけがのときに受け入れてくれる医療機関が身近にない

4.気軽に往診を頼める医師がいない

5.医療費の負担が大きい

6.交通費の負担が大きい

7.夜間や休日に対応してくれる所がない

8.その他

9.特に困ってない

無回答

区　分 1.通院す
るときに
付き添い
をしてくれ
る人がい
ない

2.専門的
な治療や
リハビリ
ができる
医療機関
が身近に
ない

3.ちょっと
した病気
やけがの
ときに受
け入れて
くれる医
療機関が
身近にな
い

4.気軽に
往診を頼
める医師
がいない

5.医療費
の負担が
大きい

6.交通費
の負担が
大きい

7.夜間や
休日に対
応してく
れる所が
ない

8.その他 9.特に
困ってな
い

人　数 45 147 101 141 169 164 120 23 329
割　合 4.6 15.1 10.4 14.5 17.4 16.8 12.3 2.4 33.8

（単位：人、％）
無回答 合計 回答者数

141 1,380 974
14.5 141.7 100.0
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問30 あなたは、障がいのある人にとって住みよいまちをつくるために、どのような

ことが必要だと考えますか。（○は４つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％ 

「何でも相談できる窓口をつくるなど相談体制の充実」が 42.1％と、群を抜いて多くなって
います。「サービス利用の手続きの簡素化」の 18.8％、「行政からの福祉に関する情報提供の充
実」の 18.3％、「在宅での生活がしやすいよう保健・医療福祉のサービスの充実」の 17.6％が
続きます。 

11 障がい者施策について 

42.1

18.8

18.3

10.9

2.9

2.2

17.6

11.3

7.4

6.1

1.8

5.9

5.2

4.8

4.1

6.9

8.3

9.3

0.5

17.6

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

1.何でも相談できる窓口をつくるなど相談体制の充実

2.サービス利用の手続きの簡素化

3.行政からの福祉に関する情報提供の充実

4.保健や福祉の専門的な人材の育成と資質の向上

5.参加しやすいスポーツ、サークル、文化活動の充実

6.いろいろなボランティア活動の充実

7.在宅での生活がしやすいよう保健・医療・福祉のサービスの充実

8.地域の交通移動手段として、福祉バスの運行

9.重度の人のための入所施設の整備

10.リハビリ・生活訓練・職業訓練などの通所施設の整備

11.一人ひとりの個性を生かした保育・教育内容の充実

12.職業訓練の充実や働く場所の確保

13.利用しやすい公共施設の整備・改善

14.障がいの有無にかかわらず、市民同士がふれあう機会や場の充実

15.利用しやすい道路・建物などの整備・改善

16.障がいに配慮した公営住宅や、グループホームの整備など、生活の場の確保

17.災害のときの避難誘導体制の整備

18.差別や偏見をなくすための福祉教育や広報活動を充実する

19.その他

無回答
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区　分 1.何でも
相談でき
る窓口を
つくるなど
相談体制
の充実

2.サービ
ス利用の
手続きの
簡素化

3.行政か
らの福祉
に関する
情報提供
の充実

4.保健や
福祉の専
門的な人
材の育成
と資質の
向上

5.参加し
やすいス
ポーツ、
サーク
ル、文化
活動の充
実

6.いろい
ろなボラ
ンティア
活動の充
実

7.在宅で
の生活が
しやすい
よう保健・
医療・福
祉のサー
ビスの充
実

8.地域の
交通移動
手段とし
て、福祉
バスの運
行

9.重度の
人のため
の入所施
設の整備

10.リハビ
リ・生活
訓練・職
業訓練な
どの通所
施設の整
備

11.一人ひ
とりの個
性を生か
した保育・
教育内容
の充実

人　数 410 183 178 106 28 21 171 110 72 59 18
割　合 42.1 18.8 18.3 10.9 2.9 2.2 17.6 11.3 7.4 6.1 1.8

（単位：人、％）
12.職業訓
練の充実
や働く場
所の確保

13.利用し
やすい公
共施設の
整備・改
善

14.障がい
の有無に
かかわら
ず、市民
同士がふ
れあう機
会や場の
充実

15.利用し
やすい道
路・建物
などの整
備・改善

16.障がい
に配慮し
た公営住
宅や、グ
ループ
ホームの
整備な
ど、生活
の場の確
保

17.災害の
ときの避
難誘導体
制の整備

18.差別や
偏見をな
くすため
の福祉教
育や広報
活動を充
実する

19.その他 無回答 合計 回答者数

57 51 47 40 67 81 91 5 171 1,966 974
5.9 5.2 4.8 4.1 6.9 8.3 9.3 0.5 17.6 201.8 100.0
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２. 団体ヒアリング 

 （１）ヒアリングの目的 

   本ヒアリングは、「第１次小美玉市障がい者計画・第２期小美玉市障がい福祉計画」の 

  策定にあたり、本市の各障がい者関係団体の方々から、障がい者の生活実態、将来の生   

  活意向、障がい者施策などに対する意向についてヒアリングを行いました。 

 

 （２）ヒアリング実施日と対象団体 

実施日：平成20年10月22日   団体名：「小美玉市心身障がい児者父母の会」 

：平成20年11月12日      ：「小美玉市身体障がい者福祉協会」 

 

  

  「小美玉市心身障がい児者父母の会」のヒアリング結果 

 

○日中一時支援のサービスについて 

・ 現在、家族が日中仕事をしているので、日中一時支援を利用しているが、利用できるのは

普通が７日間、８月のみ12日間の利用になっている。その日数ではかなり厳しい。もっと

利用日数を増やして欲しい。市町村によって、利用できる日数に差がある。 

 

○学校を卒業した後の居場所づくりについて 

・ 養護学校の２年生であるが、卒業後の居場所が欲しい。つばさ作業所、かんな作業所はい

っぱいで、１つでもいいから作業所が欲しい。高校を終わった後、行けるところがないの

が最大の課題である。 

 

○障がいの等級認定について 

・ 障がいの程度から日中就労ができない、日中の介護が必要である。グループホームを望ん

でいるが、等級の関係で認められなかった。等級の認定にバラツキがある。 

 

○作業所のサービスについて 

・ つばさ作業所に行っているが、障がいの度合いにあった作業を用意して欲しい。また送迎

が大変である。 

 

○障がい者のスポーツについて 

・ 運動不足なのでスポーツを週１回、月１回でもやらせたい。 

 

○スポーツイベント、クラブ活動について 

・ 市民運動会に障がい者の団体で参加した。障がい者だけのスポーツ大会には行けるが、一

般の人の大会に参加するのは難しい。また、障がい者も入れるクラブ活動があればいい。 
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○送迎サービスについて 

・ つばさ作業所に送り迎えが、できない時は休ませている。送迎のサービスがあればと思う。 

 

○就労の機会について 

・ 一般企業に勤めている。本人は現在の仕事を続ける気持ちはない。できたら社協に就職し

たいと思っている。また、市職員の採用枠を広げて欲しい。 

 

○社会における支援者づくりについて 

・ 高校を卒業して、実習の後かんな作業所に行くようになった。しかし、秋ごろから行かな

くなった。どうやら指導員が変わったことがきっかけになっている。 

・ それから家にいるが、外に出たい気持ちはある。障がい者が地域で暮らすためには、支援

者（ボランティア）が必要である。支援者が生まれる社会であって欲しい。 

 

○作業所について 

・ 作業所は出来るだけ欲しい。１つや２つでは難しい。親はいつまでも一緒にいられないの

だから。学校の実習が生かされる場が欲しい。 

 

○市の空幼稚園の利用について 

・ 市の幼稚園統合により、空幼稚園ができる。それを作業所に使えないか。その他（日中一

時支援）など、いろいろな使い道があるのではないか。学童保育は市で運営しているが、

空幼稚園の運営を社協や父母の会でできないか。 
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「小美玉市身体障がい者福祉協会」のヒアリング結果 

 

 

○団体の会員、活動について 

・ 身体障がい者の障がいの種類はいろいろある。盲、聾、内部障がいの人は、ほとんど本会

に参加しない。肢体不自由の障がい者が団体活動の中心になっている。広報、啓発活動を

やって会への入会を促さなければだめである。行政はもっと積極的にやって欲しい。 

 

○障がい者への補助について 

・ 障がい福祉サービスの利用者負担が１割になっている。利用者負担について、補助してい

る市町村がある。小美玉市はやっていないので、補助をお願いしたい。 

 

○障がいの等級による医療費補助の格差について 

・ 障がいの等級によって、医療費の補助に差がある。等級による医療費補助の差は、不公平

である。 

 

○行政の助成制度の廃止について 

・ 障がい者に対する行政の助成制度が廃止される傾向にある。将来、助成制度がカットされ

ないか不安である。 

 

○作業所の収入、就労の場の確保について 

・ 作業所はいろいろな会社から仕事をとる努力をすべきである。作業所で障がい者が得る報

酬は月数千円である。これではとても自立どころではない。３～４万円もらえるように、

仕事の確保に努めて欲しい。障がい者の子どもの自立につながる就労の場を作らなければ

ならない。 

 

○就労の場の確保について 

・ 養護学校を卒業して、家に帰ってきてもその先のすべがない。行政は障がい者の就労の場

の確保について、対応して欲しい。 

 

○現在の就労について 

・ 現在、スーパーマーケットで働いている。一般の健常者と就業条件は変わらない。差別は

受けていないので、現在の職場に満足している。 

 

○個人情報保護法の問題について 

・ 会員の拡大の阻害要因として、個人情報保護法の問題がある。本人、家族が障がい者であ

ることを伏せたがる気持ちがある。それが会への入会の妨げにもなっている。 
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○障がい者の収入の確保について 

・ 少しでも障がい者の収入になるようにと、ボランティアで空き缶、ペットボトルのキャッ

プ集めをしている。ボランティアに任せるのではなく、行政が主体的、積極的に実施しな

ければいけない。 

 

○障がい福祉サービスの支給基準について 

・ 以前は親の収入を基準とした支給の算定で、利用料の支払いが大変だった。現在の支給基

準を変えないで欲しい。また、支給額が障がい者によって、あまりにも幅がありすぎる。

申請事務も大変である。現在の認定を変更しないで欲しい。 

 

○障がい者間の格差について 

・ 私が身体障がい者福祉協会に入った時は、傷痍軍人がほとんどであり、傷痍軍人は強い絆

で結ばれ、強い力を持っていた。障がい者のなかでも支援環境の差がある。障がい者の中

でも格差が生まれている。 

 

○計画の実行について 

・ 計画は立てられるが、実行されないことが大きな問題である。また、国の制度を地方から

変える、動かすことは難しい。市がどこまで上乗せして助成するかが問題である。 

 




